
 

令和 2 年   ６月  １日 

各     位 

 

東北大学 高度教養教育・学生支援機構長 

滝澤 博胤 

 

教員の公募について(依頼) 

 

 

東北大学では新しい教養教育の創出をめざし、その中核を担う本機構において「自然科学教

育の最先端を切り開く人材」を幅広く募集することとなりました。このたび本機構の教育内容開発部

門自然科学教育開発室では、同室所属の教員を下記により公募いたします。 

 

 

 

 

記 

 

1.  所 属: 高度教養教育・学生支援機構 教育内容開発部門 自然科学教育開発室あわせて

学際融合教育推進センターに配属される。 

※ 勤務先:宮城県仙台市青葉区川内 41 

2.  職 種:  准教授 1 名 

3.  専門分野: 自然科学教育論(物理学、化学、生物学、宇宙地球科学など個別の教育論を含

む) 

4.  職 務:  東北大学全学教育科目「自然科学総合実験」の内容開発・運営・実施・統括業務

を中心的に行うと共に、情報通信技術（ICT）を利用した新しい自然科学教育の

開発・展開、さらに学際融合教育推進センターに関わる業務に携わる。 

(1) 東北大学全学教育科目「自然科学総合実験」の内容開発とその高度化を図るとともに、

運営・実施・統括業務の中軸を担う。また、英語による「自然科学総合実験（英語クラ

ス）」の運営・実施、さらに「文科系のための自然科学総合実験」の実験テーマも担当す

る。 

(2) 専門性に即して、自然科学教育における情報通信技術（ICT）を利用した創造的・先導



的な大学教育の開発とその教育を全学的に展開する。 

(3) 分野横断・学際融合的視点から、全学教育科目の開発を進め、実施する。 

5. 応募資格 

(1) 学 歴: 博士の学位を有すること。 

(2) 研究歴: 専門分野（物理学、化学、生物学、宇宙地球科学など）の研究業績に加えて、

自然科学教育論の実績を有することが望ましい。 

(3) 教育歴: 大学等における教育の経験(特に自然科学実験の指導や実験テーマの開発

など)を有すること。 

(4) その他: 国籍は問わないが、日本語及び英語によるコミュニケーション能力を有するこ

と。 

6.  任期: なし 

7.  待 遇: 本学職員就業規則に基づく。 

8.  採用予定年月日: 令和 3 年 4 月 1 日 

9.  提出書類: 

① 履歴書 (学歴、職歴、写真貼付) 1 部 

② 教育業績・研究業績一覧 １部 

③ 主要な研究業績 5 編の別刷り(コピー可、書籍も可)、各々300 字程度の要約を付すこと 

④ これまでの教育・研究業績の概要(A4 用紙 4 ページ以内にまとめたもの) 

⑤ 大学における自然科学教育のあり方、着任後の教育・研究に対する抱負について、自ら

の教育・研究方針も含め、A4 用紙 4 ページ以内にまとめたもの 

⑥ 応募者について所見を問い合わせ可能な人物２名（氏名、所属先および連絡先） 

10. 応募締め切り: 令和 2 年 7 月 31 日 (金) 必着 

11. 書類提出先:  

〒980-8576 宮城県仙台市青葉区川内 41 東北大学教育・学生支援部学務課学務総務係 

電話:022-795-7537、 E-mail:  iehe-kobo*grp.tohoku.ac.jp  

(メールアドレスは、送信時に*を@に置き換える) 

封筒の表に「応募書類在中(自然科学教育教員応募書類)」と朱書きし送付のこと。なお応募書

類は返却しない。 

12. 選考方法: 原則として書類審査の上、面接を行う (旅費は応募者の負担とする。ただし、新型

コロナウィルス感染拡大防止の観点から、オンラインでの面接を実施することもある。)。 

13. 問い合わせ先: 

東北大学 高度教養教育・学生支援機構  

教育内容開発部門 自然科学教育開発室 中村 教博 



E-mail : norihiro.nakamura.c6*tohoku.ac.jp (メールアドレスは、送信時に*を@に置き換える) 

14. その他 

 東北大学は共同参画を推進しており、多様な人材の積極的な応募を歓迎しています。 

 雇用の分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律第8条に基づき、女

性教員の在籍率を改善するための措置として、公正な評価に基づき職務に必要とされている

能力が同等と認められる場合は、女性を優先的に採用します。 

 東北大学には全教職員が利用できる川内けやき保育園（定員30名）、青葉山みどり保育園

（定員100名）および、星陵地区の方が利用できる星の子保育園（120名）があり、全国の国立

大学の事業所内保育施設として最大規模の保育環境が整っています。また、大学病院内に

軽症病児・病後児保育室もあり、全学教職員が利用できます。 

 その他、本学の両立支援、研究支援等の詳細及び共同参画の取組については、下記URLを

御覧ください。 男女共同参画推進センターWebページ http://www.tumug.tohoku.ac.jp/ 

以上 

 

 

http://www.ihe.tohoku.ac.jp/?p=15936 


